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要　旨　女性の身体的不調の訴えの年齢階層問差を明らかにするために，長崎県在住

の20歳代から50歳代の健康婦人1，102人を対象に，「冷え性」の自覚や，自律神経系の

症状を中心とした不定愁訴および月経周期にともなう不定愁訴等について自記式アン

ケート（無記名）を行なった．対象を20歳代，30歳代，40歳代，50歳代の4っの年齢

階層に分け比較した結果，冷え性の割合，医療機関受診率，月経周期の異常率，月経

中の不調の訴え率で，年齢階層間に差がみられた．また，自律神経系愁訴の訴え率で

は年齢階層間に差は認めなかったが，愁訴の内容には大きな差が認められた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大医療技短大紀7：69－76，1993
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1　緒言

　我々は前報1）で，長崎県内の女性の身体的

不調にっいて，主にその地域差の検討を行なっ

た．そのなかで，地域ごとに若干の年齢分布

の違いが見られたので，調査対象とした10歳

代から50歳代の女性のうち，その中心的な年

代である25歳から44歳に限定して分析を行なっ

た．その結果，離島地区で胃腸系愁訴を中心

とした訴えが多く，長崎市内では全身性愁訴

を中心とした訴えと月経中の愁訴が多いこと

があきらかとなった．しかし，長崎県全体で

見ると，地域の違いよりもむしろ，それぞれ

の年齢階層ごとに見た身体的不調の訴え率に

かなり差が見られることが予想された．そこ

で本報では，今回集計した長崎県内の全デー

タを年齢階層別に見ることで，・その年代ごと

の女性の身体的不調の違いを明らかにし，今

後の女性の健康問題を考える上での有用な資

料を提供する目的で分析を行なった．

H　研究方法

　長崎県下の主に20代から40代を中心とした

健康な地域婦人を対象に，いわゆる「冷え性」

の自覚や，自律神経的な症状を中心とした不

定愁訴の有無，月経周期，さらには，月経前

あるいは月経中の症状や仕事の内容，勤務の

形態と就労に関する具体的な状況などにっい

て自記式アンケート（無記名）を行なった．

実施期間は1992年3月から5月であった（詳

長崎大学医療技術短期大学部専攻科助産学特別専攻
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細は文献1を参照のこと）．

　回答のあった1，113名のうち，今回は，年

齢階層別に分析するため，20歳未満の11名お

よび年齢不詳の1名を除いた1，102名を分析

対象とした，その職種は，事務，販売，技能

系など様々で，自営や農業，パート労働者，

学生，主婦なども含まれている．自律神経系

の不定愁訴に関しては，阿部ら2）がCMIを

参考として選んだ43項目にっいて調査した．

そのうち11項目以上を訴えたものを「訴えの

多い者」とした．

　月経周期は日本産科婦人科学会に従い，周

期25日～38日で周期日数の変動が6日以内の

者を正常とした．

　月経前と月経中の不調（月経前緊張症，月

経困難症）に関しては，いくっかの症状の有

無を尋ね，たとえいくっかの訴えがあっても，

ふだんと変わらないものは「不調症状なし」

とした．また，それらがっらいと感じるもの

（我慢している）は「軽い不調」，薬などを使

用したり寝込んだりすることがあるものを

「重い不調」とした．

表1　対象者の年齢階層別人数

1捲麟iiii鞠講1慈

　　　く合計＞・・一・1102名（100，0％）

注）20歳未満の11名および年齢不詳の1名を除く

表2　年齢階層別に見た結婚の有無

　　　　　　　　　結婚している割合

き捲蹴羅欝§1
注）無回答1

表3　年齢階層別に見た子供がある人の割合

lil撚1二
　　4）50歳代…

注）無回答5

．ii鰯魏iilll

・・98．0％（nニ99）

表4　対象者の職業

　　1）20調髭そ鷺

　　§複8麟

　　4）50歳代

　　く合計〉

注）無回答8、 数字は人数、

　常勤　　自営・農業　パート　　無職

194（77．9）　8（3．2）11（4．4）36（14．5）

1難1灘蠣、難書’1撒

499（45．6）170（15，5）137（12．5）288（26．3）

　　　（　）内は％を示す。

　合計
249（工OO．0）

綴i88：81

98（100．0）

工094（100．0）
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皿　結果

　対象者の年齢階層別人数を表1に示した．

40歳～49歳が399名と最も多く全体の36．2％

を占め，次いで30歳～39歳が354名（32．1％），

20歳～29歳が250名（22．7％）となり，50歳

～59歳のものは99名（9．0％）と少なかった．

　年齢階層別に見た結婚の有無，子供がある

人の割合を表2，表3に示した。年代別に見

ると，当然ではあるが，30歳代，40歳代，50

歳代で結婚している割合が高く，子供がある

人の割合も高くなっていた．

　対象者の職業をみると，20歳代に常勤の割

合が高くなっていた（表4）．

　年齢階層別に見た主な身体的不調を比較し

たのが表5である．冷え性の割合（「冬のみ

冷える」と「冬以外も冷える」の合計）は20

歳代66．0％，30歳代67．0％，40歳代54．3％，

50歳代5L5％で，年齢階層の若い方が若干多

くなっていた．また，冷え性の中では，冬以

外も冷える（強い冷え性）の人が20歳代に多

く見られ，40歳代が最も少なかった．自律神

経系愁訴の訴えが多い人（43項目中11項目以

上）の割合は，50歳代が最も多いが有意差は

みられなかった．医療機関受診率は20歳代

14．0％，30歳代17．5％，40歳代25．1％，50歳

代45．5％と年齢が上がるにっれて急激に高まっ

ていた．月経周期は，20歳代に不順のものが

多く，30歳代，40歳代は安定しており，50歳

代では閉経を迎えた人が多くなっていた．月

経前の不調および月経中の不調では，50歳代

は閉経の人が多いため除外して集計した．そ

の結果，月経前の不調では20歳代，30歳代，

40歳代で大差は無かったが，月経中の不調は

20歳代に最も多くみられた．

　次に，自律神経的な不定愁訴43項目の年齢

表5　年齢階層別に見た主な身体的不調

20歳代　30歳代　40歳代　50歳代　　（x2検定）

a）冷え’鮭の有無

鐵雛る
b）自律神経系愁訴
1）少ない
2）多い（11／43以上）

c）医療機関受診
1）なし

n＝247　　　　n：342　　　　n二383　　　　n：　97

羅8購81：1騰lll：3獺：男
79（32，0）99（28．9）72（18，8）27（27，8）

　n＝244　　　　n＝345　　　　n＝383

181（74．2）262（75．9）303（79，ユ）

63（25．8）83（24，1）80（20，9）

2）あり（過去1年間）35（14，0）

d）月経周期

鋼欝羅
3）月経がない

e）月経前の不調

　n＝250　　　　　n＝354　　　　　n＝399

215（86．0）292（82．5）299（74．9）

　　　　62（17．5）100（25．1）

　nニ245　　　　　nニ352　　　　　n＝393

182（74．3）289（82．1）326（83．0）

59（24，1）55（15．6）44（ll．2）

4（L6）89（2．3）23（5，9）

n：233　　　　　n＝324　　　　　n：334

1燧設義齪き薯燭al：311111：1鎚lll：ll
　3）ない、普段と同じ191（82．0）249（76．9）277（82，9）

f）月経中の不調　　　n＝229　　n＝330　　n＝353
　1）ひどい（休む・薬）89（38，9）57（17．3）35（9．9）

謙催贈翻181：1殖1隅2鵜：ll
注）＊‡‡3pく0，001、数字は人数、　（　）内は％を示す。

pニ0．0001榊

n：991
68（68．7）　Pニ0，1459
31（31．3）

n：99
54（54，5）　P＝0、0000‡林
45（45，5）

n二95
15（15．8）

12（12，6）

68（7L6）

集計せず

p：0．0000‡‡‡

P＝0．1991

集計せず
　　　　p：0．0000榊
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階層別集計を表6に示した．20歳代でもっと

も多い訴えは，「手足の先が紫色になる」「は

きけがあったりはいたり」「消化が悪くてこ

まる」「食事の後か空腹時に胃が痛む」「皮膚

が敏感でまけやすい」「疲れてぐったりする」

であった．一方，50歳代に多い訴えは，「い

つも耳なりがする」「動悸が打って気になる」

「心臓が狂ったように早く打つ」「腕（うで）

がだるい」「急に体があついがっめたい」「体

にしびれや痛みがある」「体がカーとなって

汗がでる」であった，

　50歳代を除外した，月経前および月経中の

表6　自律神経的な不定愁訴43項目の年齢階層別集計

項目　　　20歳代30歳代40歳代50歳代（乏集定）

　　　　　　　　　　　　　　nニ249　 n＝353　 n＝399　 n：99
1）いつも耳鳴りがする　　　　　9（3．6）12（3．4）25（6，3）17（17，2）0．0000”‡

§1膿碧織2朧麓愚じlllll：1騒ll：1嬬1舗1脇：ll8：lll講
．ξ／纏鵜≦薬簗章く打っllll：1畷11：1甥121：1猛lll：1鵬81糞＊

亨／懸臆鹸旛滋があるlllll：lllllll：lll鵬111111：lll：llllll

§濃拝勝8磐れする3麗lllll翻llll：91搬ll8：lll朧
1？1鵡駿雑躰なる　41111：ll41111：11118：lllll：ll8：盟ll‡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻8：89騰‡i§層あ貫欝談ぞ誉鎗り1翻：1欄1翻lllll：1殖

1書騰講あ頁灘レ、　1爵鯛1鵬ll塁9：91圭181：B8：8撒
捌鮮鰍翻寺讐霧痛む1畿ll：1研1翰lllll：lllll：Bl：lll鑓

矧唐鱈製麗馨〉をする1雛1：1欄1瀦lll翻llll翻1：lll朧

細饒力翻’がだるし、　1畿llllll瀦llll郵lll粥1：llllll
釜§属鷲轡窯寝碧すい　lllll：llllllll：ll’lll！1：lllllll：ll8：llllls

強簑謙も鷺奪えがでる411111111111：9111811／11111：ll81111111

1機鵜蓼llil灘il／ll誓lil雛illl

謝隼蟹2籍麓雑るllll：1爆111：1111121：1141141：ll8：ll8111零
34）体がカーとなって汗がでる　　25（10，0）5工（14．5）41（10．3）29（29。3）0，0000‡＊‡

捌禦重芝蕗2蕎だるレ、1轟：1購概齪llll：1欄1瀦1：黙ll

灘識きliill灘lllliliきlillき灘

注）‡：p〈0，05、‡‡：pく0．01、榊：p〈0．001、数字は人数、　（　）内は％を示す。
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の不調18項目の年齢階層別集計を表7，表8

に示した．月経前の不調では，「にきびなど

が増える」「食欲が増す」が20歳代に，「不機

嫌，いらいら」が30歳代に，「乳房が張る，

痛む」が40歳代にそれぞれ多くなっていた．

一方，月経中の不調では，ほとんどの項目で

差が見られ，ほぼどの項目でも20歳代が多く

なっていた．

表7　月経前の不調18項目の年齢階層別集計（50歳代を除く）

　　　項目　　　　20歳代30鰍40歳代（鵬1定）

　　　　　　　　　　　　　　　　n　＝246　　　　n　＝342　　　　n　＝375

　1）頭痛、頭が重い

§礎毒縷蒼穐える

含罷齢繕痛む
今擦纈編む

留翻鮭繕
溜離雑芝なる
1§建韓議齢痛む

1書括難威髪㌘
1今磯郷舞髪る
18）考えがまとまらない

32（13．0）’69（20，2）61（16．3）

ll121：861111：ll3111：霧

1辮ll朧溜：8111111：ll

1懸：lll雛1：llllllll：男

1飛8瑠ll賜辮8：ll
4％1劉2111：ll2191／

111脇lll瑠111舗／
雛1：B1畷紹1111翻
21111：お51鴇41al：男
　5（1．9）　4（1．1）20（5，3）

0，0677　NS

O，1680　NS

O，0000料零

0，0370‡
0，6805　NS

O，2885　NS

O．0919　NS

O．0976　NS

O．7175　NS

O．0006祥＊
0．5181　NS

O，9486　NS

O．3042　NS

O，0072　零‡

0，6013　NS

O，8408　NS

O．1709　NS

O，7371　NS

注）‡lp〈0，05、‡‡：pく0．01、零‡‡：pく0，001、数字は人数、　（　）内は％を示す。

表8　月経中の不調18項目の年齢階層別集計（50歳代を除く）

項目　　　　　　　　　　20歳代　30歳代　40歳代　　　p値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（X2検定）

　　　　　　　　　　　　n＝246　 n＝341　　n：373

ム礪婆し、票蝶客

葦膳糠乞襯巻る
　5）お腹が張る

孚漂纈翫む

、1灘辮

出雛霧絡る
謝茉韻9囎講む
瑠齢髪難馨る

剰禦撮繕な、、

鞭餐1粥灘li
69（28，1）65（19，1）57（15，3）

1諺協131協81／211B
　1211灘ill4　11急i

灘iil灘鷺lil！

購1灘羅il；1

0，4037　NS

O．0301‡
0，0000‡材
0。0004　‡‡＊

0，0004　‡‡‡

0。0000＊”
0，0000＊”
0．0000‡‡‡
0，0029　＊＊

0．0012　‡＊

0，0000‡‡‡
0，0052‡＊

0．2625　NS

O。0000林零
0，1377　NS

O，0160‡
0，0027　‡‡

0。1648　NS

注）‡lp〈0．05、‡‡lpく0，01、‡＊‡：pく0．001、数字は人数、（　）内は％を示す。
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表9　冷え性者の冷える場所（複数回答）　（年齢階層別の冷え性者に限定して集計）

　　項目　　　　　　　　　　20歳代　30歳代　40歳代　50歳代　　p値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（X2検定）

　　　　　　　　　　　　　　n＝165　n＝232　n＝213　n＝51

1）手
雅（足首より下）

雛（足首より上）

今礪

8）その他

87（52．7）102（44，0）84（39．4）20（39，2）0．0619NS

15猛ll20蚤翻111181：8蒲召8：19111ぎ

21111：1懸19：紐1綿：lll榴8：1謝1

撮：ll雛：1鷹費1：ll錦：ll8：ll蹄‡
4（2．4）　3（L3）

注〉‡：pく0，05、‡‡：pくG。01、桝lpく0．001、数字は人数、（

4（1，9）　4（7．8）0，0399‡

）内は％を示す。

表10過去1年以内の医療機関受診状況（複数回答）（年齢階層別集計）

項目　　　　　　　　　　20歳代　30歳代　40歳代　50歳代　　P値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（X2検定）

杢醸灘
潟離籐の病気

毒罷篇：購雛甕

7）その他

n＝250　 nニ345　 n＝399　 nニgg

1儲
lll：ll

ll8：留爵1：器lll：81：1撒1‡

la二召1朧121陥ll：1謙＊

注）‡：p〈0，05、‡‡；p〈0，01、‡‡‡：pく0．OO1、数字は人数、

11圏1111：1畷1：lllllエ1：B8：幾鰭
王7（6，8）23（6，8）32（8．0）8（8，1）0．8921NS

　　　　　　　（　）内は％を示す。

　年齢階層別の，冷え性者に限定して集計し

た冷える場所（複数回答）を表9に示した．

冷え性は対象者全体の半分以上に認められた

が，その冷える場所をみると，腕や腰が冷え

る人が50歳代に多くなっていた．

　過去1年以内の医療機関受診状況（複数回

答）を表10に示した．心臓病・高血圧・自律

神経失調症で受診した人が50歳代に多くなっ

ていた．そのうち高血圧は，50歳代で22％と

急増していた．

w考察
　本研究は，年齢階層間の女性の身体的不調

の違いを明らかにし，女性の健康問題を考え

る上での有用な資料とすることを目的として

いる．婦人の月経困難症や不定愁訴と年齢と

の関係にっいては多くの報告～・3・4・5）がある．

本研究でも，年代ごとの身体的不調の違いが

いくっか見られた．

　冷え性の訴えは対象者全体の半分以上に見

られたが，その割合は若い年代ほど多いとい

う特徴があった．また，その冷える場所をみ

ると，50歳代に腕や腰が冷える人が多くなっ

ていた．

　自律神経系愁訴の訴えが多い人の割合では

年代ごとの違いは認あられなかった．しかし，

これらの目律神経的な愁訴の内容を見ると，

20歳代の愁訴が「手足の先が紫色になる」

「はきけがあったりはいたり」「消化が悪くて

こまる」「食事の後か空腹時に胃が痛む」「皮

膚が敏感でまけやすい」「疲れてぐったりす

る」といった消化器系と全身の疲れであるの
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に対して，40歳代，50歳代のそれは「いっも

耳なりがする」「動悸が打って気になる」「心

臓が狂ったように早く打っ」「腕（うで）が

だるい」「急に体があついがっめたい」「体に

しびれや痛みがある」「体がカーとなって汗

がでる」といった更年期に特徴的な愁訴を多

く含んでおり，年代別の訴えには質的な違い

がみられた．

　月経周期は，20歳代に不順のものが多く，

30歳代，40歳代は安定しており，50歳代では

閉経を迎えた人が多くなっていた．月経前の

不調では年代ごとの違いは見られなかったが，

月経中の不調は20歳代に最も多いという特徴

があった．また，月経前の不調の内容を見る

と，20歳代に「にきびなどが増える」「食欲

が増す」が多く，30歳代に「不機嫌，いらい

ら」が，40歳代に「乳房が張る，痛む」がそ

れぞれ多くな6ており，年代別にやや特徴が

みられた．一方，月経中の不調では，ほとん

どの項目で訴え率に差が見られ，ほぼ全項目

で20歳代が高くなっていた．この結果には，

20歳代に結婚している割合と子供のある人の

割合が低く，職業で常勤の割合が高いことが

関係していると考えられた．
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We investigated recognition of "feeling of cold" and unidentified Abstract 

clinical problems due mainly to autonomic symptoms as well as those accom-

panying the menstrual cycle in 1102women in their20 s, 30 s, 40s, and 50s, using 

a self-entering questionnaire (unsigned). The results were compared by each age-

groups, and the following results were obtained. The recognition of "feeling of 

cold" , the number of visiting a hospital, the menstrual cycle, and the problems 

during menstral period were different. While, the recognition of unidentified 

clinical problems due mainly to autonomic symptoms was not different, but the 

contents of a recognition were largely different. 
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